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　後藤寿庵は、支倉常長に匹敵するほどの、みちのくキリシタンの重要人物である。
当時の資料のうち、イエズス会年報などヨーロッパ側の資料をみると、見分（現岩手県水沢市）に領地を持
ち、そこが布教の拠点になっていたこと、ソテロの遣欧使節計画に反対したことなど、彼の名がたびたび登場
する。また、ソテロがアマチに口述筆記させた「使節紀行」によれば、ソテロが遣欧使節として出発する前には、
みちのくキリスト教の小聖堂が4ヶ所あり、そのうちの1つが「ゴトウの領地見分」にあったという。
それだけではない。アンジェリスをみちのくに招いたのは後藤寿庵だと言い、また、元和3年（1617）に、イエズ
ス会日本管区長コーロスが日本各地のキリシタンから集めた証文の中には、みちのくからの証文の筆頭に署
名している。また、元和7年（1621）にローマ教皇に送った奉答文でも筆頭に署名している。ということは、当時
のみちのくキリシタンの中でそれだけ地位が高かったわけである。中心人物と見て差し支えないだろう。
また、後藤寿庵は、水田の開拓にも功績があった。のちに「寿庵堰」と呼ばれる用水路の工事を手掛け、彼自
身の手で完成させることはできなかったが、完成後は今日に至るまで、この用水が２町７村の水田を潤し続け
ているのだ。
こんな重要人物でありながら、後藤寿庵の実像ははっきりしない。というのは、日本側の資料で確かなこと
は、仙台藩の藩士であったこと、キリシタン武士であったことだけである。従って、その生涯については、歴史家
の間でも諸説があって未だに定説がない。
　　　　　　　　　　　　【みちのくキリシタン物語　（只野　淳　　春秋社）】より抜粋
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米
川
公
民
館
新
規
事
業

フ
ラ
ダ
ン
ス

　

教
室
開
講

　
健
康
の
増
進
と
シ

ェ
イ
プ

ア
ッ
プ

、
そ
し
て
会
員
の
親

睦
を
目
的
に

、
新
規
事
業
の

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

」
が

、

5
月
1
日

、
米
川
公
民
館
で

い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た

。

　
昨
年
度
お
試
し
教
室
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
非
常
に
好
評

で

、
今
年
度
よ
り
公
民
館
事

業
に
組
入
れ
た
も
の

。

　
１
歳
を
最
高
齢
に

、
１
名

が
参
加

。
講
師
先
生
の
指
導

を
熱
心
に
聴
き

、
シ
ジ
ャ
カ

ブ
の
痛
み
も
忘
れ
若
々
し
い

動
き
を
見
せ
て
い
ま
し
た

。

こ
の
教
室

、
年
６
回
開
催

。

▽
準
決
勝
　
登
米
中
田
５
|

４
豊
里

、
東
和
１
|
０
米
山

▽
決
勝

　
東
　
　
和

　
　
０
０
０
０
０
０
０
２
２

　
　
０
０
０
０
０
０
０
１
１

　
登
米
中
田

　
次
の
目
標
は

、
登
米
市
中

総
体
優
勝

。
ま
た

、
各
種
目

で
優
秀
な
東
和
中
の
子
ど
も

　
訃
報

　
菅
原
文
吾
氏

　
登
米
市
文
化
財
保
護
委
員

や
東
和
町
郷
土
史
研
究
会
副

会
長
な
ど
を
歴
任
し
た
菅
原

文
吾
氏

（
米
川
4
区

）
が

、

5
月
１
日

、
永
眠
い
た
し
ま

し
た

。
7
歳
で
し
た

。

　
菅
原
氏
は

、
郷
土
の
歴
史

や
文
化
の
調
査
・
研
究
を
地

域
貢
献
の
ひ
と
つ
と
し
て

、

ま
た
生
涯
の
仕
事
と
位
置
付

け

、
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た

。

　
特
に

、
５
年
の
歳
月
を
費

や
し
た

「
寿
庵
文
庫
目
録

」

の
編
集
に
は

、
編
集
委
員
長

と
し
て
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た

。
ま
た

、
米
川
地
域

振
興
会
事
業
の

「
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
育
成

」
に
も
講
師

と
し
て
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た

。
ご
冥
福
を
お
祈
り

致
し
ま
す

。
　
　
合
掌

　
　
　
　
　
　
　

河
北
旗
争
奪
中
学
校
野
球
大
会

　
　
登
米
地
区
優
勝

　

東
和
中

　
河
北
旗
争
奪
中
学
校
野
球

登
米
地
区
大
会
の
決
勝
が

、

５
月
４
日

、
光
ヶ
丘
球
場
で

行
わ
れ

、
東
和
中
が
７
大
会

ぶ
り
４
度
目
の
優
勝
を
飾
り

ま
し
た

。

　
準
決
勝
は
米
山
中
と
対
戦

し

、
１
|
０
の
ワ
ン
サ
イ
ド

ゲ
ー
ム

。
決
勝
は
延
長
８
回

投
手
戦
の
末

、
強
豪
中
田
中

を
２
|
１
で
下
し
た

。

　

春
季
例
大
祭

　
　

華
足
寺

（
馬
頭
観
音

）

　
地
元
芸
能
人
多
数
出
演
で
に
ぎ
わ
う

ど
ん
じ
ょ
す
ぐ
い

」
。
お
祭

り
好
き
は
峠
の
ジ
ジ
ゆ
ず
り

と
か
？

。
後
継
者
育
成
が
で

き
て
い
る
鱒
渕
地
区
で
す

。

　
ま
た

、
お
昼
に
は
美
味
し

い
お
こ
わ
と
豚
汁
が

、
観
客

全
員
に
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど

至
れ
り
尽
く
せ
り
の
素
晴
ら

し
い
演
芸
大
会
で
し
た

。

た
ち
へ

、
米
川
の
み
な
さ
ん

絶
大
な
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す

。
選
手
の
み
な
さ

ん
頑
張

っ
て
下
さ
い

。

　
東
和
中
野
球
部
米
川
地
区

の
選
手
は
次
の
通
り

。

　
３
年
生

▽
菊
地
圭
佑
君

(

４
区

）

▽
畠
山
暁
斗
君

（
６
区

）

　
２
年
生

▽
菅
原
栄
信
君

（
２
区

）

　
１
年
生

▽
千
葉
太
一
君

（
１
区

）

▽
首
藤
海
翔
君

（
１
区

）

し
ま
し
た

。

　
華
足
寺
は

、
古
い
歴
史
に

加
え

、
景
観
も
豊
か
な
場
所

で

、
宮
城
県
自
然
環
境
保
全

地
域
の
指
定
を
受
け
保
護
さ

れ
て
い
る

。

　
奥
州
霊
場
三
十
三
観
音
十

五
番
札
所

。

　
観
客
を
沸
か
せ
た
余
興

　
華
足
寺
後
援
会

（
会
長
＝

須
藤
清
彦
氏

）
が
中
心
と
な

り

、
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

恒
例
の
演
芸
大
会
を
開
催

。

地
元
の
方
々
の
歌
や
踊
り
で

集
ま

っ
た
大
勢
の
観
客
を
喜

ば
せ
ま
し
た

。
そ
の
中
で
好

評
だ

っ
た
の
が

「
チ
ビ
ッ
子

　
春
恒
例
の
祭
り

、
華
足
寺

（
馬
頭
観
音

）
春
季
例
大
祭

が

、
4
月
1
日

（
日

）
、
古

式
に
則
り
行
わ
れ

、
集
ま

っ

た
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た

。

　
こ
の
祭

、
江
戸
中
期
か
ら

の
古
い
歴
史
が
あ
り

、
非
常

に
価
値
の
あ
る
祭
で

、
見
ど

こ
ろ
は

「
大
献
膳
行
列

」
。

総
代
を
先
頭
に
裃
袴
姿
の
男

た
ち
が

、
含
み
紙
を
く
わ
え

十
五
膳
の
供
物
を
載
せ
た
三

方
を
持
ち

、
住
職
は
じ
め
数

人
の
僧
侶
が
列
に
続
き

、
客

殿
か
ら
観
音
堂
ま
で
厳
粛
に

行
進
す
る
と
こ
ろ

。
観
音
堂

で
献
膳
後
に

、
護
摩
祈
祷
を

行
い

、
五
穀
豊
穣

、
身
体
健

全

、
家
内
安
全
な
ど
を
祈
祷

７８ 

観光ボランティア育成勉強会での菅原文吾氏 

２８ 

観客を喜ばせた”チビッ子どんじょすぐい”（右） 

11 

11 
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師匠 弟子 
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米
川
公
民
館

　

俳
句
教
室

　

五
月
の
一
人
一
句
　

「
田
植

、
鯉
織

、
雑
詠

」

　

選
者
＝
米
川
公
民
館
俳
句
教
室
講
師
　
藤
野
尚
之
　
氏

鯉
の
ぼ
り
子
鯉
一
匹
増
え
に
け
り

田
を
植
ゑ
て
雲
の
居
座
る
棚
田
か
な

鯉
の
ぼ
り
大
気
汚
染
も
呑
み
こ
ん
で

鎮
魂
や
砂
丘
に
青
き
鯉
の
ぼ
り

支
援
さ
れ
田
植
は
か
ど
る
仮
設
村

待
望
の
男
の
子
に
揚
げ
る
鯉
幟

初
幟
児
は
す
や
す
や
と
眠
り
お
り

田
植
ゑ
終
え
一
段
落
と
湯
の
宿
へ

新
緑
を
映
す
北
上
川
滔
滔
と

新
緑
の
更
に
色
濃
く
雨
後
の
朝

渓
谷
に
数
千
匹
の
鯉
の
ぼ
り

お
て
つ
だ
い
叱
ら
れ
て
い
る
田
植
か
な

選
者
の
二
句

降
ろ
さ
れ
て
息
を
吐
き
き
る
鯉
幟

長
（
お
さ

）
と
な
り
田
植
の
夜
の
深
眠
り

米
川
　
千
葉
サ
キ
コ

米
川
　
小
野
寺
好
道

米
川
　
及
川
ヤ
エ

米
川
　
及
川
裕
子

米
川
　
岸
名
和
子

米
川
　
村
上
君
枝

米
川
　
千
葉
富
子

米
川
　
及
川
豊
子

錦
織
　
及
川
守
男

米
谷
　
渡
部
康
郎

米
川
　
千
葉
勝
保

米
川
　
小
野
寺
和
彦

の
計
画
も
あ
り

、
こ
れ
ら
新

し
い
領
域
と
こ
れ
ま
で
の
米

川
独
自
の
資
源
を
融
合
さ
せ

た
総
合
的
な
視
野
で

、
地
域

に
刺
激
と
希
望
を
与
え

、
地

域
づ
く
り
を
実
現
し
た
い

」

と

、
会
長
は
じ
め
執
行
部
は

意
欲
的

。

　
米
川
地
域
振
興
会

　
　
新
役
員
は
次
の
通
り

▽
会
　
長
　
及
川
　
浩

▽
副
会
長
　
佐
藤
正
之

▽
　
同
　
 
小
野
寺
公
一

▽
理
　
事
　
岩
渕
吉
郎

▽
　
同
　
　
小
出
　
力

▽
　
同
　
　
佐
藤
勝
衛

▽
　
同
　
　
岩
渕
哲
郎

▽
　
同
　
　
藤
原
和
夫

▽
監
　
事
　
小
野
寺
茂
樹

▽
　
同
　
　
佐
藤
研
太
郎

▽
　
同
　
　
菅
野
民
生

平
成
２
年
度

米
川
地
域
振
興
会

　
通
常
総
会
開
催

　
事
業
計
画
及
び
予
算

　
　
　
　
原
案
通
り
承
認

　
明
る
く
住
み
良
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
米
川
地
域
振

興
会
の
平
成
2
年
度
通
常
総

会
が

、
4
月
1
日

、
米
川
公

民
館
で
開
催
さ
れ

、
提
案
さ

れ
た
議
案
す
べ
て
が
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

。

　
今
年
度
は

、
公
民
館
運
営

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
事
業
や
過
疎

集
落
等
自
立
再
生
緊
急
対
策

事
業
な
ど

、
国
や
市
の
補
助

金
対
象
事
業
を
積
極
的
に
取

り
入
れ

、
総
額
約
６
０
０
万

円
と

、
こ
れ
ま
で
に
な
い
事

業
規
模
と
な
る
見
込
み

。

 
地
域
お
こ
し
は

、
総
務
省

直
轄
事
業
で

、
最
大
3
年
間

延
長
可
能

。
主
に
地
域
に
密

平
成
２
年
度

米
川
地
域
振
興
会

　
第
１
回
各
部
会
開
催

　
平
成
２
年
度
の
通
常
総
会

を
経
て

、
米
川
地
域
振
興
会

４
部
会

（
総
務
企
画
部

、
体

育
部

、
環
境
部

、
文
化
部

）

が

、
５
月
１
日
夜

、
米
川
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

　
今
年
度
の
主
な
部
会
活
動

は
次
の
通
り

。
①
総
務
企
画

部
＝
地
域
づ
く
り
計
画
見
直

し
事
業

、
②
体
育
部
＝
運
動

会
他
各
種
体
育
関
係
事
業

、

③
文
化
部
＝
手
づ
く
り
文
化

祭
等

、
④
環
境
部
＝
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
防
止
策
な
ど

。

　
こ
れ
に
補
助
金
対
象
事
業

な
ど
が
加
わ
り

、
今
年
度
は

盛
り
だ
く
さ
ん
の
計
画

。
地

域
活
性
化
の
た
め

、
次
世
代

の
た
め
に
み
ん
な
の
力
を
結

集
し
て
米
川
独
自
の
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う

。

着
し
た
活
動
補
助
や
事
業
提

案
を
行
い

、
活
性
化
を
支
援

す
る
計
画
で
す

。

　
一
方

、
過
疎
集
落
等
の
事

業
も
総
務
省
直
轄
で
単
年
度

事
業

。
主
に
歴
史
・
文
化
・

自
然
を
活
か
し
た
産
業
振
興

や
都
市
と
の
交
流

、
祭
り
の

活
性
化
な
ど
を
行
う
計
画

。

　
ま
た

、
平
成
1
年
に
策
定

し
た

「
一
緒
に
や
り
す
ぺ
米

川
！
行
動
計
画

」
の
見
直
し

作
業
も
今
年
度
実
施
予
定

。

　
地
域
の
協
力
を
得
て

　
　
　
　
積
極
的
に
推
進

　
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ

い
て

、
「
事
業
を
積
極
的
に

推
進
し

、
過
疎
化
と
少
子
高

齢
化
の
構
図
に
多
少
で
も
変

化
を
も
た
ら
す
地
域
づ
く
り

を
し
た
い

。
そ
の
た
め
に
は

地
域
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
支
援
ご
協
力
が
必
要

。
ま

た

、
米
川
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

施
設
や
風
力
発
電
施
設
建
設

25 

２５ ２６ 

２１ 

３７名の代議員が出席した通常総会 
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19 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室、剣道ｽﾎﾟ少
1 土 米川婦人会 20 木 俳句教室、あばせＧＧ教室　
2 日 21 金 絵手紙教室

米川古文書学習会、福扇会、剣道ｽﾎﾟ少 22 土 剣道ｽﾎﾟ少　　（ﾅｲﾀｰ家庭ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙﾘｰｸﾞ）
ｼﾆｱ体力づくり教室、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室 23 日 黎明太鼓

4 火 24 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、剣道ｽﾎﾟ少
5 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室、剣道ｽﾎﾟ少 25 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室
6 木 あばせＧＧ教室、若草山みどりの会 26 水 泉趣会、剣道ｽﾎﾟ少
7 金 27 木 長生大学開講式・第1回講座
8 土 剣道ｽﾎﾟ少 28 金
9 日 ﾌﾗﾀﾞﾝｽ教室、黎明太鼓 29 土 剣道ｽﾎﾟ少　　（ﾅｲﾀｰ家庭ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙﾘｰｸﾞ）
10 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、福扇会、剣道ｽﾎﾟ少 30 日
11 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、地域づくり研修

泉趣会、ﾅｲﾀｰﾊﾞﾚｰ会議、地域づくり研修 米川古文書学習会、ｼﾆｱ体力づくり教室
剣道ｽﾎﾟ少 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室

13 木 あばせＧＧ教室 2 火
14 金 つるし飾り愛好会、絵手紙教室 3 水 ｶﾗｵｹ教室
15 土 剣道ｽﾎﾟ少　　（ﾅｲﾀｰ家庭ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙﾘｰｸﾞ） 4 木 あばせＧＧ教室
16 日 5 金

米川古文書学習会、福扇会 6 土 （ﾅｲﾀｰ家庭ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙﾘｰｸﾞ）
ｼﾆｱ体力づくり教室、剣道ｽﾎﾟ少 7 日 黎明太鼓

18 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室  ※公民館事業又は利用許可申請書提出済の団体のみ記載
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17 月

よねかわ情報コーナー（催し物・スポーツ）

６月の予定

第29回東和キリシタンの里まつり
日　時　：　６月２日（日）　午前１０時～
場　所　：　東和町　米川綱木公園
主　催　：　東和キリシタンの里まつり実行委員会

　　　　　　　イベント会場催し
・ふるさと交流演芸　・地元生産物販売　・瑞樹窯展示販売　・まんぷく田舎料理

・魚のつかみ取り　　　　★お楽しみ大抽選会もあります★

第30回体協米川支部長杯争奪
ナイター家庭バレーボールリーグ
月　日　：　６月１５日（土）～７月６日（土）
場　所　：　米川小学校体育館

3 月
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７月の予定

1 月

世帯数
355

米川の世帯数と人口

行政区

12 水

１区

           編集後記  

 米川地域振興会の事業のひとつ「地域おこ

し協力隊事業」がいよいよ7月スタートします。

主な活動は、地域イベントの支援、地域ブラン

ドの開発支援などです。地域の皆さんには、

隊員の方がのびのびと活動出来ますよう、ご

支援ご協力をお願いいたします。 

 
米川地域振興会ホームページ 
【宮城米川・里山だより】 
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/ 

殉教祭：記念ミサ 

午前９時３０分～ 

蛍 


